議　長　大西宏明理事長平
参加者　24名（委任状を含む）
理事会議事審議に入る前に、参加者全員で、3月11日の東北関東大震災で多くの方が亡くなられていることを悼み、黙とうを行った。（1分間の黙とう）
1.開講30周年行事の協力について
濱本名誉会長より、大学より同窓会に、香川大学医学部開講30周年記念事業に関して協力のお願いがあり、過去に行った開講10周年及び20周年の醵金の例から、行事の規模に対する援助の割合を過去にならって鑑み、30周年においては70万円を醵金することが執行部の審議結果として上程された。70万円は医学部を示す看板設置費用に該当する。
参加理事全員の拍手により70万円を醵金することで30周年記念事業に協力することが決定した。
2.助成金審査における守秘について
大森学術局長から、前回の受賞者から公開及び守秘についての意見があったことに対して、助成金の募集における守秘についての見直しの問題提起があった。
守秘義務に関してはある程度特許も含めて応募者に自己責任を果たしてもらうことと、いずれの受賞者も、会報において謝辞を掲載することとを盛り込み、「研究助成金の応募要領」と、「国外留学助成金公募のお知らせ」の一部改訂案が上程された。
拍手により全員一致の賛同があり、改訂案が決議された。
3.慶弔規程の慶事に関する条項の検討について
　前回の理事会で慶弔規程の慶事に関して情報を集めるようにという意見が出たことを受け、他学の慶弔規程の例を調査した資料が提示された。比較検討の結果、現在の讃樹會慶弔規程に変更を加える必要なしということが、全理事の拍手による賛同を得て承認された。
4.その他　
3日前に発生した震災に対しての意見交換が行われた。
今の状況に対する支援については、個人で努力することに意見がまとまった。また、理事は自分の専門性と知識と経験に応じて対応しながらも震災に関する意見を集めていくこととなった。次回以降の理事会でもテーマにしていくこととなった。
【以下意見抜粋】
・現在、被災地は混乱しておりメールも通じない状態なので、同窓生にニーズを聞くことは難しい。
・義捐金は個人の判断にまかせる。
・救援物資を送る等積極的に関わるのは、同窓会の
立ち位置では難しい。
・同窓生に応援メッセージを送ることは無形のサポートになるかもしれない。
・被災地で研修予定の卒業生に、同窓会として働きかけがあってもいい。
・被災地の同窓生から情報を求められた場合、事務局を窓口にして情報を提供する。
・今後に備えて、教えていただく視線で情報収集が必要。
・個人的にも情報のプールが必要。
・個々のレベルで情報があれば、事務局に持ち寄り、情報を集積していくことが望ましい。
【開催】平成23年３月14日（月）20：00～21：00
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